
創立1993.2.19　　2023.10.26  VOL.31  No.12     1383 

ハイブリット例会

★司会　増田 敏雄 会員
点鐘　小山 宏明 副会長★
ロータリーソング「クラブソング　笑顔の集い」★

　ソングリーダー： 　ピアノ：野口会員　瀧口会員山﨑会員

　出　席　報　告 石田　生 出席委員長

西尾 猛 幹事

　 
　　峰 孝之 親睦活動委員 

会員数

(備考)

出席率
該当者

出席者 欠席者 出席率
メーク
アップ

ホームクラブ
出席率
修   正

36 32 25 78.13

1. 次回の予定
  11月11日(土)　「地区大会」　移動例会
　　　　　　　　　　　 ・12時点鐘　・受付近辺に集合。

7

幹　事　報　告

ゲ  ス  ト  紹  介

ビ ジ タ ー 紹  介

国際ロータリー第2590地区

川 崎 マリ ーン  ロ ータ リ  ーク ラ  ブ
例　会 毎週木曜日12:30

例会場 煌蘭 ダイスビル６Ｆ

　　　 TEL：044-245-0018

事務局 〒210-0004 川崎市川崎区大島1-26-13-1F

　　　 TEL：044-200-9249 FAX：044-200-9252

E-mail marin-rc@eagle.ocn.ne.jp

2023～２4年度 ＲＩテーマ

副会長

小山宏明

会長

茶谷龍太

幹事

西尾　猛
2023-2024年度 RI会長
ゴードン R. マッキナリー

〇ありません　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　小山宏明 副会長 会　長　報　告
1. 来月はロータリー財団月間になります。
 「ロータリー財団年次基金」のご協力をお願いし
  ます。来月は通常例会が１回しかないため本日より
  ご寄附の受付を行います。
2. 10月21日(土)「第21回ロータリー全国囲碁大会」が
  市ヶ谷の日本棋院会館にて行われ安本会員参加。
  二段までの初級者クラスで優勝。
  おめでとうございます！！
3.11月10日(金)11日(土)「地区大会」
  パシフィコ横浜で開催される。
  移動例会として短時間ではあるが例会をおこなう。
  受付近辺にて12時点鐘。
  皆様、ご出席をお願いいたします。
4.11月15日(水)「3クラブ合同親睦夜間例会」
  川崎日航ホテルで開催される。
  皆様、ご参加ください。
5. 11月23日(木・祝）　横浜南ローターアクトクラブより
  「第16回たばこの吸い殻拾い＆ウォーキング例会」
  神奈川県地域労働文化会館に集合し開催される。
  ご参加される方は事務局まで連絡。
  登録締切11/16（木）

　　　　　　
＊近隣ＲＣからのお知らせ
   
     
〇ありません

　　　　　　
＊週報を送ってくださったＲＣ

◎11月   2日（木）　休会（定款細則　祝日週）
◎　　　　 9日（木）　11日地区大会へ参加（移動例会）
◎　　　 16日（木）　15日３クラブ合同夜間例会
　　　　　　　　　　　 　

委 員 会 報 告 

〇ありません

〇 親睦活動委員会　　　　松下和喜 会員
    10月のお誕生日会
  　

　　
　　

　　

　
　 ★ ★★ ★クリスマス家族会のお知らせ
　　　 日　　時：12月21日（木）
　　　 場　　所：ザクラシカベイリゾート
　　　 時　  間：受付開始 17時30分　点鐘 18時
　　  登録料：会員10,000円 ご家族5,000（おひとり）
　　　　　　　　　 ※小学生以下は無料

〇鈴木慎二郎 会員　
 国際大会(シンガポール大会)のお誘い。
 国際大会出席後、地区ナイトに参加
 以降、バリ島のデンパサールを観光するコース。
 参加希望の方はお知らせください。
 なお国際大会の登録を一緒に希望の方はお申し
 出ください。
 また登録料が別途かかります。ご了承ください。　　
　  
　　　　　　　　

幹　事　報　告

幹　事　報　告 今 後 の 予 定〇川崎大師ロータリークラブ  

　 　　　野澤 隆幸 様

　　　　　　　　　　　　　　

2日円谷 瑛子 会員   26日山﨑美津夫 会員　　　　　　　　　 　



　本日のニコニコ     11,000円

　

　累計金額             257,000円

本 日 卓 話
野口四郎 副幹事ﾆｺﾆｺﾎﾞｯｸｽ

クラブ会報担当委員：林　伸 彦

◆轟会員
　 大師ロータリークラブ野澤様、本日はありがとうございます。
◆島田会員
 野澤様、いらっしゃいませ。いつもお世話になります。
 内田様、本日の卓話たのしみにしています。
　 宜しくお願い致します。
◆鈴木会員
 ここのところ休みがつづいて申し訳ありません。
　 過日の「世界ポリオデー」は晴天に恵まれ盛況となりました。
　 ありがとうございました。山﨑さん大活躍でした。
◆山﨑会員
 10月22日「世界ポリオデー」無事に終わりました。
　 来られた皆様ありがとうございました。
 内田さん本日の卓話楽しみにしていました。 
 宜しくお願いします。
◆増田(洋)会員
 夕方の名古屋での打合せのため、残念ですが内田会員の
　 卓話が聞けません。すいません。
◆内田会員
 本日はよろしくお願いします。
   あと、先日家内にお誕生日の花をありがとうございました。
◆小山副会長
 内田クラブロータリー財団委員長、本日の卓話楽しみです。
　 轟さん、先日はありがとうございました(^O^)
◆西尾幹事
　 本日は茶谷会長お休みですので小山副会長、野口副幹事
　 代行の程よろしくお願い致します。
　 内田会員、本日の卓話楽しみにしております。
◆野口副幹事
　 安本さん「第21回ロータリー全国囲碁大会」
　 優勝おめでとうございます。

本 日 の 卓 話

『　会員卓話　』 

★今日は皆様のお仲間に入れさせていただきます。
 （川崎大師ロータリークラブ　　　　野澤 隆幸 様）

◆ハイライトよねやま Vol.283◆    10月13日発行

1. 日本語スピーチコンテストに現役奨学生が入賞

3. 寄付金速報　　―　大口寄付に感謝　―

2. 取引先で偶然学友と出会ったロータリー会員

9月10日熊谷市立文化センター文化会館で「第31回外国人に
よる日本語スピーチコンテスト」が開催され第2570地区の現役奨
学生2人が参加しました。18人が出場した同コンテストは熊谷市
内在住の外国人が母国と日本の違いや感じたことを日本語で
伝え、相互理解を深める目的で開催されています。ネパール出
身のギミレ ウジョルさん（2023-25/熊谷ＲＣ）は「あなたの中に何
かが見えるか」というテーマでスピーチし優秀賞を受賞。
「例会での卓話経験のおかげで自信を持ってスピーチができま
した。他の参加者の発表を聞いて、勉強にもなりました」と感想
を述べました。ベトナム出身のロー,ティクイン チャンさん（2023-
25／富士見ＲＣ）は「逃げる」というテーマで、時には辛いことか
ら逃げる勇気が必要であることを訴え、最優秀賞に輝きました。
受賞に際し「人前でのスピーチはとても勇気が必要でしたが、こ
の経験が今後の人生にきっと役に立つと思います。貴重な経験
に感謝します」と喜びをあらわにしました。最優秀賞を受賞した
米山奨学生は4 人目となりました。

さかのぼること7年前、第2770地区上尾西ＲＣは当時、翁貞京
(オウテイキョウ)さんの世話クラブでした。同クラブに所属してい
た水野正男会員は会員5 人と一緒に上海と杭州を訪れ翁さん
に案内してもらったそうです。解散後、上海に残った水野会員
は自身の取引先会社を訪問。日本語ができる社員として、汪雅
萍(オウマサエ)さんを紹介されました。自己紹介を済ませ上海を
訪れた理由を説明する際ロータリーや米山奨学生について話し
たところ、「実は、私も2004年から2年間、東京レインボーＲＣの
米山奨学生だったんです」と言われ、予期せぬ出会いに驚いた
そうです。以降連絡を取り合い、翌年に再度上海を訪れた時に
は、汪さんの計らいで米山学友たちを集めて懇親会を開くなど、
中国の米山学友たちとの懸け橋にもなってくれているそうです。
今年8月に仕事で来日した汪さんと都内で再会した際、今や会
社の重役として中枢の役割をこなしている姿を見て、改めて感
銘を受けたそうです。水野会員いわく、日本語と英語も堪能で、
仕事の範囲が広いという汪さん。同業の仲間であり、お互い世
界を飛び回っているため、これまでにケルン、ハノーバー上海や
日本など世界各地で一緒に食事をするなど、7 年前から偶然始
まった交流は途絶えることなく現在も素敵な関係が続いていま
す。

9月までの寄付金は前年同期と比べて8.9％増(普通寄付金：1.5
％減特別寄付金:18.7 ％ 増)約3,760 万円の増加となりました。
昨年度は9月に学友からの約7千万円のご寄付があり、今年度
は7月に1億円と2年続けて大口寄付をいただいたこともあり、当
会のご寄付は好調に推移しています。会員皆さまからのご支援
に心より厚く御礼申し上げます。10月の米山月間もご協力を賜
りますよう、どうぞよろしくお願いいたします。

4.21年ぶりの来日で語った夢 

ウガンダで活躍する米山学友、スチュアート・マクブヤ・センパラ
さん（2001-02／鹿沼ＲＣ）が来日し、9月21日に千葉県館山市
で行われた「安房地域のウガンダ支援交流30周年記念式典（主
催：NPO法人安房文化遺産フォーラム）」に出席しました。
式典では、センパラさんが代表を務める「NGO ウガンダ意識向
上協会（CUFI）」のこれまでの活動を報告したほか、支援者であ
る安房地域の人々と感動の再会を果たしました。長期的な内戦
により貧しい子どもや親のいない子どもが多いウガンダ。
CUFIでは、こうした子どもやお年寄りに食べ物を支給し、教育支
援や有機農業の指導などを行っています。
安房地域との支援交流のきっかけは、センパラさんが初来日し
た94年当時学んでいたアジア学院（栃木県）の研修の一環とし
て、館山市にある女性保護施設を訪問したことに始まります。
ここでの出会いをきっかけに、同市の高校生がウガンダ支援活
動を開始。現在、その支援の輪は、安房文化遺産フォーラムを
中心に、安房地域の市民へと広がっています。日本滞在中は、
出身校であるアジア学院の50周年記念式典に出席したり、館山
ＲＣで卓話をするなど充実した日々を過ごしたセンパラさん。
「皆さまのおかげで21年ぶりに来日し、活動を直接報告すること
ができた。コロナ禍でウガンダの経済状況はますます悪化して
いるが、皆が食料に困ることなく自立して暮らせる農場を作るこ
とが私の夢」と語りました。

内田 秀彰　会員

　　
 


